
【様式１】 

平成３０年１２月市議会における政策提案とその対策等 
〔一般質問〕 

担当課 学校教育課 議員名 前田 邦幸 議員 

 
〔提案事項〕 

佐賀県では平成３１年度に少人数学級を実施予定だが、伊万里市では国が定める標準規模に満たな

い学校が多い。今後の人口減少を見据え、学校の統廃合を進めるべきではないか。 

 
〔現況等〕 

  学校規模の標準は学級数により設定されており、学校教育法施行規則では、望ましい学校規模とし

て小中学校ともに、全校で１２学級以上１８学級以下としている。本市では、平成３０年度にこの基

準を満たさない学校が、小中学校合わせて２３校中１８校あり、１１学級以下の小規模校が多くある。 

 
〔政策提案を受けての対策〕 

 児童生徒数の減少に加え、校舎の老朽化や、地域住民からの要望などがあった場合に、伊万里市立

学校規模適正化協議会を設置し、学校の統合について協議を行うこととしている。 
今後は、この協議会の中で、保護者や地域住民の意見を聞きながら、本市の児童生徒がこれからの

社会の中で生きる力を育み、確かな学力を身につけることができる、適正な学校規模について検討し

ていきたい。 

 
〔対応状況・令和元年６月３０日現在〕 

  令和元年７月２９日の第 1回伊万里市立学校規模適正化協議会に向けて、委員の選定や内容の検討

等、開催に向けた準備を行っている。  【完了】 

 


